
2013年 (平成 25年 )8月 30日 (金曜 日)東京新聞 (夕刊)

八
月
下
旬
の
卑
朝
。

測

候
所
の
中
に
足
を
踏
み
入

．

れ
る
と
、

登
山
客
で
に
ぎ

や
か
な
外
と
は
打

つ
て
変

わ

っ
て
落
ち
着
い
た
時
間

が
流
れ
て
い
た
ず
精
密
な

機
器
が
発
す
る
熱
で
、

室

内
の
温
度
は
二
！六
，

二
七

庄
！
外

ｉま
り…！
一
０
度 ……
咲
上

暖
か
い
。

寝
室
に
は
簡
易

ベ
ツ
ド
が
並
び
（
最
先
端

の
研
究
室
と
い
う
よ
り
、

極
地
の
合
宿
所
と
い
う
雰

囲
！気

だ
■
■
■
！　

！

！

．
内
部
を
案
内
し
て，ぐ
れ

た

の
は
、
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「富
士
山
測
候
所
を
活
用

す
る
会
」

（東
京
都
千
代

田
区
）
理
事
長
の
畠
山
史

郎

・
東
京
農

工
大
教
授

（大
気
科
学
）
。

，研
究
対

象
は
大
気
中
の
微
粒
子
。

パ
イ
プ
で
外
気
を
取
り
込

み
、

毎
日
午
前
六
時
と
午

後
六
時
の
二
回
、

フ
ィ
ル

タ
ー
を
取
り
換
え
て
観
測

機
器
で
微
粒
子
を
調
べ
て

い
る
ず
今
春
話
題
に
な

っ

た

Ｐ
Ｍ
２

・
５
の
よ
う

に
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

西
風
に
乗
っ
て
流
れ
て
く

る
汚
染
物
質
の
デ
ー
タ
収

集
が
目
的
だ
。

気
圧
の
低
い
地
点
で
も

機
能
す
る
ポ

ン
プ
を
用
意

す
る
な
ど
、

研
究
に
は
高

地
特
有
の
準
備
が
欠
か
せ

な
い
。

「
何
回
登

っ
て
も

慣
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
高
山
病
対
策
も
課
題

だ
。

血
中
酸
素
濃
度
を
測

っ
て
体
調
に
気
を
付
け
な

が

ら

研

究

に
取

り

組

む

が
、
吉
労
が
大
き
い
分
そ

の
成
果
は
貴
重
だ
。

同
会
が
測
候
所
を
気
象

庁
か
ら
借
用
し
山
頂
で
研

究
を
始
め
た
の
は
二
Ｏ
①

七
年
。

一
三
年

一
月
時
点

で
、

大
気
科
学
や
宇
宙
線

科
学
、

高
所
医
学
な
ど
の

分
野
で
計
二
十
三
本
の
論

文
を
発
表
↓
国
際
的
な
学

会
誌
に
も
掲
載
さ
れ
、

国

内
の
学
会
誌
で
も
紹
介
さ

れ
た
。

今
夏
は
大
河
内
博

早
稲
田
大
教
授
ら
大
学
や

民
間
企
業
な
ど
十
五
グ
ル

ー
プ
の
研
究
者
ら
が
食
品

科
学
や
高
所
医
学
、

放
射

線
、

教
育
と
幅
広
い
研
究

を
行

っ
た
。

　

　

ｉ

取
材
を
終
え
て
下
山
準

備
を
始
め
た
正
午
前
。

奥

の
部
屋
が
に
わ
か
に
騒
が

し
く
な

っ
た
。

鹿
児
島

・

桜
島
の
噴
火
の
影
響
を
受

け
、

富
士
山
頂
の
大
気
中

の
二
酸
化
硫
黄
の
濃
度
が

上
昇
し
た
よ
う
だ
。

畠
山

教
授
は

「
二
酸
化
硫
黄
だ

け
で
な
く
、

他
の
物
質
に

も
変
化
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

他
の
研
究
に
も
生

か
せ
る
発
見
で
す
」
と
声

を
弾
ま
せ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
の
上
器
屋

由
紀
子

・
江
戸
川
大
名
誉

教

授

（
農

学
）

に

よ

る

と
、

一
三
年
度
は
三
井
物

産
な
ど
大
企
業
が
提
供
す

る
環
境
基
金
か
ら
約

一
千

万
円
の
助
成
を
受
け
た
。

だ
が
、
一Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
年
間
運

営

費

は

約

二
千

五

百

万

円
。

山
頂
で
の
生
活
を
支

え
る
登
山
家
を
雇
う
人
件

費
や
研
究
資
機
材
の
運
搬

費
、

送
電
線
の
保
全
費
は

削
れ
な
い
。

今
夏
の
研
究

期
間
は
例
年
よ
り

一
週
間

ほ
ど
短
く
せ
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
。
　

ｉ

財

政

状

況

は

厳

し

い

が
、

測
候
所
の
有
効
活
用

の
夢
は
広
が
る
。

ネ
パ
ト

ル
、

台
湾
、

ハ
ワ
イ
の
山

岳
研
究
施
設
と
の
共
同
調

査
や
、

通
年
観
測
に
よ
る

越

境

大

気

汚

染

の
解

明

は
ヽ
世
界
に
お
け
る
新
た

な
測

候

所

の
役

割

を

生

む
。

頂
に
立

つ
登
山
客
が

毎
朝
入
れ
替
わ
る
中
、

研

究
者
た
ち
は
測
候
所
の
中

で
日
夜
、

地
道
に
研
究
を

続
け
て
い
る
。

０
富
士
山
測
候
所

（後
方
）
で
デ
ー
タ
を
集
め
る
東
京
農
工
大
の
畠

山
史
郎
教
授
○
ら
研
究
者
　
●
大
気
中
の
汚
染
物
質
の
検
出
に
つ
い

て
話
す
早
稲
田
大
の
大
河
内
博
教
授
＝
い
ず
れ
も
富
士
山
測
候
所
で

7～8月、15グル‐プ高山病と戦い 口運営費厳しくても

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
。

そ
の
頂
に
は
登
山
客
だ
け
で
な

く
、

標
高
三
、

七
七
六
肝
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、

七
、

八
月
の
ニ
カ
月

間
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
実
験
に
い
そ
し
む
研
究
者
の
姿
が
あ
る
。
ｉ国
内
最

高
峰
の
地
に
立
つ
富
士
山
測
候
所
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
研
究
の
今
を

見
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

！
　

　

（部
動
琢
輔
）

・躙
帥
醐

町
嬢
義
帥
帥
却
帥
防
巾
時
ゆ

３
●

六
昭
和
１１
）
年
。

６４
年
に
高
性
能

レ
■
ダ
ー
を
設
置
し
太
平
洋
上
の
気
象

状
況
を
把
握
（
日
本
全
上
の
台
風
被
害

を
抑
え
る
の
に
活
躍
し
た
。

気
象
衛
星

の
発
達
に
よ
り
９９
年
に
レ
ー
ダ
ー
の
運

用
を
終
え
た
が
、
同
時
期
か
ら
大
気
観

測
の
場
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

独
立
峰
で
高
度
約
１
５
０
０
肝
以

上
の

「自
由
対
流
圏
」
に
位
置
す
る
た

め
、

工
場
で
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
な
ど
地

表
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

広
範
囲
に

わ
た
る
大
気
の
流
れ
を
観
測
す
る
の
に

適
し
て
い
る
。


